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宣言しま
す！

さわやか
市政宣言しま

す！

さわやか
市政

今月の主な内容

2004
(平成16年)

11
NO.609

鍋島 1670～1680年代
高さ 3.9 口径12.5～17.2
底径 6.2～9.8cm
伊万里市重要文化財

P11：郷土の文化財（将軍や大名
が愛した器たち）に掲載

広報
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国
民
年
金
は
生
涯
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

◆
問
合
先

市
民
課
年
金
係
（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
１
５
）

■ご存じですか３つの基礎年金

老齢基礎年金は、国民年金保険料を納めた期間、保険料免除を受けた期間、

厚生年金や共済年金に加入していた期間などをあわせて25年（３００月）以

上ある人が65歳になったときに受けることができます。
s年金額（年額）７９万４５００円

（40年間保険料を納めた場合）

障害基礎年金は、国民年金に加入中（または加入が終わった60歳以上65歳

未満）に病気やけがで障害が残ったときに受ける年金です。障害の程度に応

じて１級・２級があります。

※ただし、保険料の納め忘れがある場合は受けられないことがあります

（生計を維持している『子』の人数に応じて加算があります）
s年金額（年額）

１級障害 ９９万３１００円
２級障害 ７９万４５００円

遺族基礎年金は、国民年金に加入中（または加入が終わった60歳以上65歳

未満）や、老齢基礎年金受給中に亡くなったとき、その人により生計を維持

されていた『子のある妻』または『子』が受けられます。

※ただし、保険料を納め忘れている場合は受けられないことがあります
s年金額（年額）

●子が一人いる妻が受ける場合 １０２万３１００円
●子が一人で受ける場合 ７９万４５００円

※『子』とは、18歳未満または障害等級（１級・２級）に該当する障害のあ

る20歳未満の人です

～年金は老後のためだけではありません～

■老齢基礎年金

国民年金は、老後だけでなく、万が一の障害や死亡に見舞われたと
きに所得保障を行い、国民生活の安定を図るものです。

■障害基礎年金

■遺族基礎年金

年
金
の
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
人
や
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
人
な
ど
か
ら
の
相
談
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、
社
会
保
険
出
張
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
場

所

第
１
面
接
室

（
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
前
）

▼
日

時

毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
ま
た
は

相
談
員
が
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。

▼
問
合
先

唐
津
社
会
保
険
事
務
所

1
０
９
５
５
&2
５
１
６
１

市
民
課
年
金
係

1
@3
２
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

■
年
金
相
談

ど
こ
で
で
き
る
の
？
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■国民年金保険料は
安心・便利な口座振替で

s保険料は指定した預金口座から毎月自動的に引き落とされますので納め忘れがなく安心です

s申し込み手続きや引き落としには一切手数料はかかりません

s混雑しがちな窓口に毎月訪れる時間と手間が省けますので、忙しい人にはとても便利です

届け出をした翌月または翌々月の末日からです。手続き完了後に通知書が送付されますのでご確

認ください。

（毎月納付で末日が休日の場合は翌営業日、前納で末日が休日の場合は前営業日が期日となります）

ご希望の金融機関・郵便局または社会保険事務所の窓口に、預金通帳、通帳届出印、保険料の納

付書をご持参のうえ手続きしてください。

（社会保険庁から送付される保険料の納付書に添付されている『口座振替納付申出書』には、必要事

項を記入・押印のうえ金融機関などに提出していただくよう記載されていますが、社会保険事務所

の窓口でも手続きできます）

■口座振替の利点は？

■
被
保
険
者
記
録

（
年
金
の
加
入
記
録
）
の
事
前
通
知

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給
が

近
づ
い
た
58
歳
の
人
に
対
し
て
年
金

加
入
記
録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
加
入
記
録
の
確
認
や
記
録

の
整
備
を
行
い
、
年
金
見
込
額
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の

生
活
設
計
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ

と
が
目
的
で
す
。

●
58
歳
到
達
者
（
昭
和
21
年
１
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
人
）
で
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
て

い
る
年
金
加
入
記
録
に
基
づ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
（
期

間
要
件
）
を
満
た
し
て
い
る
人

●
58
歳
到
達
月
の
翌
々
月
に
、
加
入

し
て
い
る
年
金
制
度
や
そ
の
期
間

な
ど
を
記
載
し
た
『
年
金
加
入
記

録
の
お
知
ら
せ
』
を
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
加
入
記
録

が
確
認
で
き
ま
す

●
『
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
』
に

記
載
さ
れ
た
年
金
加
入
記
録
を
確
認

後
、
年
金
見
込
額
の
提
供
を
希
望
さ

れ
た
人
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
や
老

齢
厚
生
年
金
の
額
を
記
載
し
た
『
年

金
見
込
額
の
お
知
ら
せ
』
を
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
し
ま
す

■
対
象
者

■
内

容

■口座振替日は？

■手続きは？
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大
川
公
民
館
は
地
域
住
民
の
避
難

場
所
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る

が
、
平
成
２
年
に
床
上
浸
水
の
被
害
に
あ

っ
た
。
災
害
時
の
避
難
場
所
や
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
早
急
な
新
築
移
転
を
お

願
い
し
た
い
。

【
市
長
】
市
内
に
は
13
か
所
の
公

民
館
が
あ
り
ま
す
が
、
建
設
の

ら
大
型
車
両
も
通
れ
る
よ
う
に
な
る
と

思
う
。
そ
こ
で
大
川
町
の
東
部
に
も
企

業
誘
致
が
出
来
な
い
か
考
え
て
ほ
し
い
。

【
市
長
】
働
く
場
が
あ
れ
ば
若
者

が
定
着
し
、
活
気
、
活
力
が
出

ま
す
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
市
の
大

き
な
課
題
と
し
て
全
力
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
東
部
地
区
へ
の
企
業
誘
致
も
企
業

の
ニ
ー
ズ
、
条
件
が
一
致
す
れ
ば
う
ま

く
進
出
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
い
ろ

が
、
今
す
ぐ
に
広
げ
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
期
的
な
課
題

と
し
て
必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
大
川
野
駅
舎
跡
地
は
何
も

な
く
わ
び
し
い
。
こ
の
駅
舎
は
立

川
炭
鉱
の
石
炭
積
み
出
し
駅
と
し
て
の
歴

史
が
あ
り
、
町
民
の
愛
着
が
あ
る
。
そ
こ

で
石
炭
資
料
や
写
真
な
ど
を
展
示
で
き
る

待
合
室
と
自
転
車
駐
輪
場
を
市
有
林
な
ど

の
間
伐
材
を
使
っ
て
建
設
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。【

市
長
】
石
炭
の
資
料
館
、
梨
発

祥
の
地
を
打
ち
出
し
た
町
の
駅

と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
構
想
は
持
っ

て
い
ま
す
。
何
ら
か
の
補
助
・
制
度
事

業
を
利
用
で
き
な
い
か
な
ど
を
研
究
し

て
い
ま
す
の
で
、
大
川
町
全
体
の
問
題

と
し
て
今
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
県
道
32
号
線
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
し
た

順
番
は
次
が
大
川
公
民
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。
建
設
年
度
は
は
っ
き
り
と
言
え

ま
せ
ん
が
、
順
番
的
に
は
次
に
着
手
す

る
位
置
付
け
と
し
て
い
ま
す
。

大
川
〜
駒
鳴
〜
北
波
多
稗
田
〜
徳

須
恵
を
結
ぶ
現
在
の
市
道
を
自
動

車
が
離
合
で
き
る
道
路
に
拡
張
整
備
し
、

北
波
多
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
西
九
州
自

動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
に
連
結
す
る
道
路
を

建
設
す
る
こ
と
で
、
梨
園
や
茶
園
、
史
跡

や
井
手
口
川
ダ
ム
な
ど
の
観
光
や
炭
鉱
跡

地
を
利
用
し
て
の
企
業
誘
致
も
有
利
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

【
市
長
】
こ
の
道
路
は
駒
鳴
・
志

気
線
と
い
っ
て
そ
の
他
の
市
道

に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
拡
幅
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
計
画
さ

れ
て
い
る
北
波
多
イ
ン
タ
ー
か
ら
大
川

ま
で
は
12
B
あ
り
、
府
招
イ
ン
タ
ー
か

ら
大
川
ま
で
は
最
短
で
７
B
と
府
招
の

方
が
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に

観
光
的
に
も
有
効
な
資
源
が
あ
り
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
自
身
が
直
接
対
話
し
、
皆
さ
ん
の
生
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
政
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
方

向
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
対
話
集
会
『
さ
わ
や
か
伊
万
里

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』。
そ
の
第
11
回
目
が
、
10
月
５
日
、
大
川
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

Ａ

大
川
町
の
地
域
再
生
と

活
性
化
に
つ
い
て

ＱＡ

第11回第11回

ＱＡ

Ｑ

Ａ

Ｑ
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い
ろ
な
話
を
頭
に
入
れ
て
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
倉
農
免
道
路
が
で
き
て
東
田

代
ま
で
の
交
通
が
便
利
に
な
っ

た
反
面
、
法
律
や
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
不
法
投
棄
が
後
を
た
た
な
い
。『
財

政
健
全
化
計
画
』
で
家
庭
ご
み
の
持
込

有
料
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
有
料

化
が
決
定
す
る
と
谷
間
へ
の
投
棄
が
懸

念
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
た
い
。

【
市
長
】
大
川
町
の
常
習
不
法
投

棄
か
所
は
、
立
川
地
区
１
か
所
、

駒
鳴
地
区
４
か
所
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
不
法
投
棄
を

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
市
の
ほ
う
に
連
絡
い
た
だ
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、

年
２
回
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
佐
賀
県
で
も
廃
棄
物
監
視
員

６
人
（
駒
鳴
区
長
さ
ん
を
含
む
）
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
告
の
看

板
を
設
置
し
、
罰
則
や
罰
金
も
書
い
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
一
人
ひ
と
り
の
モ

ラ
ル
の
向
上
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
や
広
報
活
動
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
の
呼
び
か
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
な
ど
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
の
高
齢
化
は
子
ど
も
が
少
な
い

の
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
い
な
い

の
で
は
活
性
化
は
な
い
。
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
他
の
市
町
村
で
は
『
出
産

祝
い
金
』
や
『
子
育
て
奨
励
金
』
を
支
給

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
で
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
こ
れ
は
市
全
体
の
問
題

で
あ
り
、
全
国
の
地
方
自
治
体

が
抱
え
て
い
る
大
き
な
問
題
で
す
。
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
対
策
を
練
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
保
育
の

充
実
は
、
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
や
保

育
園
で
の
延
長
保
育
な
ど
を
行
政
が
し

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
が
小
学
校

３
年
生
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
『
出
産
祝
い
金
』
の
話
が
で

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
少
子
化

問
題
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
っ
て
い

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
応
や

改
善
を
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
保
育
の

充
実
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

東
田
代
地
区
は
井
手
口
川
ダ
ム
建

設
に
よ
り
11
戸
が
水
没
し
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
は
他
町
へ
移
転
す
る
た

め
、
残
存
集
落
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ダ
ム
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
い
ろ
ん
な
面
で
目
玉
と
な
る
よ
う
な
ダ

ム
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
わ
た
し
の
考

え
だ
が
『
自
然
の
森
総
合
学
習
資
料
館
』

を
作
り
、
炭
鉱
の
歴
史
、
焼
き
物
、
高
山

植
物
な
ど
の
学
習
の
場
と
す
る
。
そ
れ
か

ら
『
農
業
の
町
大
川
』
の
特
産
物
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
市
内
だ
け
で
な
く

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
考
え
た
学

習
資
料
館
を
民
間
と
行
政
が
話
し
合
っ
て

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
実
現
に
向
け

て
我
々
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

【
市
長
】
こ
の
ダ
ム
は
皆
さ
ん
の

協
力
、
理
解
で
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
佐
賀
県
が
事
業
主
体
と

し
て
総
事
業
費
１
７
１
億
円
で
建
設
し

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
た
い
へ
ん
大

き
な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
、
で
き
た

後
の
地
域
の
活
力
や
地
域
を
ど
う
す
る

か
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
事
業
費
の
１
％
、
１
億
７

０
０
０
万
円
は
環
境
整
備
に
使
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
に
よ
る

緑
地
や
環
境
の
素
案
を
市
と
地
元
で
ま

と
め
て
い
く
作
業
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
『
自
然
の
森
総
合
学
習
資
料

館
』
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
に
あ
る
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
衰
退
化
す
る
こ
と
な
く
ダ
ム
が

で
き
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
振

興
に
つ
い
て
は
十
分
に
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆大川町の地域再生と活性化に
ついて

◆井手口川ダム建設後の開発と
活用について

テ
ー
マ

※「第12回さわやか伊万里タウンミーティング」は11月９日（火）大川内公民館で開催します

Ｑ

Ｑ

井
手
口
川
ダ
ム
建
設
後
の

開
発
と
活
用
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ
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この事業は、わたしたちの身近なところから、新しい伊万
里・新しいゆめのあるまちづくりを推進していくため、市民の
皆さんから事業計画やアイデアを募集して、その活動に対して
支援を行うものです。

支援事業（例）

西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会西九州凧あげ大会

【応募できる人】
市内で活動する３人以上のグループで、うち１人は成人である

こと。

その過半数が市内在住、在勤、在学の人で構成されていること。

【対象事業】
事業計画部門とアイデア部門の２部門

【対象内容と支援内容】
公募の市民で組織する『21世紀市民ゆめづくり協議会』が審

査し、優秀なものに対し事業実施の助成金の交付やアドバイス

をします。

《助成金の額》（予定）

①事業計画部門 １００万円（上限）

②アイデア部門 １０万円（上限）

【募集期間】
平成16年11月１日（月）～12月28日（火）

【応募方法】
男女協働・まちづくり課、各町公民館、市民センターに備え付

けの提案書で応募してください。

※提案書は市のホームページでもダウンロードできます

【問合先】
21世紀市民ゆめづくり協議会事務局

（男女協働・まちづくり課内 1@3２１１１内線４８５）

ホームページ http://www.city.imari.saga.jp（『観光・イベン

ト・文化』または『市からのお知らせ』をご覧ください）

自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト自慢料理コンテスト

伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊伊万里エイサー隊
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インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里
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10
月
１
日
の
前
夜
祭
を
皮
切
り
に
、
２
日
、
３
日
に
か
け
て
第
６
回
伊

万
里
黒
澤
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
黒
澤
明
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
『
影
武
者
』『
椿

三
十
郎
』『
天
国
と
地
獄
』『
七
人
の
侍
』
な
ど
黒
澤
監
督
の
代
表
作
と
も

い
え
る
映
画
を
上
映
。
ま
た
、
黒
澤
監
督
ゆ
か
り
の
俳
優
な
ど
豪
華
ゲ
ス

ト
を
迎
え
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は
県
内
外
か
ら
詰
め

か
け
た
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

伊
万
里
黒
澤
映
画
祭

トークショートークショー

前夜祭前夜祭

10
月
１
日

前
夜
祭
が
行
わ
れ
た
伊
万
里
迎

賓
館
に
は
、
お
よ
そ
３
５
０
人
も

の
映
画
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
黒
澤
監

督
ゆ
か
り
の
俳
優
な
ど
豪
華
ゲ
ス

ト
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
映
画
好
き
で
も

知
ら
れ
る
古
川
知
事
も
参
加
。
会

場
は
た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

10
月
２
日

市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
映
画

『
影
武
者
』
を
上
映
。
午
後
か
ら

は
豪
華
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
や
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

は
、
ゲ
ス
ト
の
小
林
桂
樹
さ
ん
が

黒澤明監督との出会
いや黒澤映画について
の裏話を披露。県内外
から集まったファンは
興味深々で話に聞き入
っていました。

ビデオコンテストビデオコンテスト

グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）グランプリに輝いた村上聡さん（中央）

小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん小林桂樹さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん三船史郎さん

油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん油井昌由樹さん

野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん野上照代さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん戸田奈津子さん

第６回第６回

「
黒
澤
監
督
に
は
、
実
際
は
映
ら

な
い
閉
め
切
っ
た
押
し
入
れ
の
中

に
入
れ
ら
れ
た
し
、
映
像
に
声
を

録
音
す
る
時
も
侍
の
格
好
を
さ
せ

ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
手
間
の
か

か
る
や
り
方
が
黒
澤
映
画
を
支
え

て
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
映
画

『
椿
三
十
郎
』
に
出
演
し
た
時
の

撮
影
裏
話
を
語
り
ま
し
た
。

こ
の
後
上
映
さ
れ
た
『
椿
三
十

郎
』
で
は
、
と
ぼ
け
た
役
を
演
じ

る
小
林
さ
ん
が
登
場
す
る
場
面
に

な
る
と
、
会
場
か
ら
は
ど
よ
め
き

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

三
分
間
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
36
作

品
の
中
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

６
作
品
を
上
映
。
ゲ
ス
ト
と
観
客

に
よ
る
審
査
の
結
果
、
京
都
府
の

村
上
聡
さ
ん
の
作
品
『
し
あ
わ
せ

の
数
』
が
み
ご
と
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
き
ま
し
た
。
な
お
、
主
な
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
準
グ
ラ
ン
プ
リ

d
椋

猛
さ
ん
（
佐
賀
市
）

吉
兼
三
丸
さ
ん
（
愛
知
県
）

夕
方
か
ら
は
、
黒
澤
明
記
念
館

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
に
会
場
を

移
し
、
ゲ
ス
ト
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
『
映
画
Ｄ
Ｅ
談
義
』
が
開
か
れ

ま
し
た
。

10
月
３
日

映
画
『
七
人
の
侍
』『
天
国
と

地
獄
』『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。
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色
絵
蜘
蛛
巣
紅
葉
文
皿
は
、

鐔つ
ば

縁ぶ
ち

が
あ
る
変
形
皿
で
す
。
型

に
押
し
当
て
て
形
を
つ
く
る
型か

た

打う

ち
成せ

い

形け
い

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。型

打
ち
成
形
は
複
数
の
製
品

を
つ
く
る
の
に
適
し
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
作
品
も
組
み
物
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
世
界
で
一
点
し
か

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

盛
期
鍋
島
と
違
い
、
器
形
が

浅
い
の
で
、
大
川
内
山
で
鍋
島

藩
窯
が
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
延

宝
３
年
（
１
６
７
５
年
）
か
ら

間
も
な
い
こ
ろ
の
作
品
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

見
込
み
（
皿
の
内
側
）
は
、

蜘
蛛
巣
に
散
ら
ば
っ
た
紅
葉
を

描
い
て
い
ま
す
。
紅
葉
は
中
心

を
緑
、
そ
の
周
囲
を
黄
色
、
端

と
葉よ

う

脈
み
ゃ
く

を
赤
で
描
き
、
背
景
の

藍
色
に
映
え
て
艶あ

で

や
か
で
す
。

蜘
蛛
巣
は
墨す

み

弾は
じ

き
で
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
墨
弾
き
と
は
、

素
焼
き
し
た
素き

地じ

に
墨
で
線
を

描
き
、
そ
の
上
を
藍
色
の
呉ご

須す

絵
の
具
で
濃だ

み
て
焼
く
と
、
墨

線
の
部
分
が
燃
え
て
呉
須
絵
の

具
を
弾
き
、
白
線
を
残
す
技
法

で
す
。

裏
に
は
唐か

ら

花は
な

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

が
め
ぐ

り
、
高こ

う

台だ
い

に
は
七し

っ

宝ぽ
う

繋つ
な

ぎ
文
が

め
ぐ
り
ま
す
。

究
極
と
い
っ
て
い
い
繊
細
な

墨
線
を
描
い
た
陶
工
の
技
術
の

高
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

色い
ろ

絵え

蜘く

蛛も

巣の
す

紅も
み

葉じ

文も
ん

皿ざ
ら

〜
世
界
で
一
点
！
究
極
の
描
線
を
も
つ
色
鍋
島
〜

将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち
(14)

肥
料
を
や
り
、
慈
し
ん
で
世
話
を

し
て
、
は
じ
め
て
き
れ
い
に
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
も
、

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
な
人
生
の
花

を
咲
か
せ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
個
性
の
ち
が
い
を
認
め
、

お
互
い
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
接

し
て
い
く
こ
と
で
人
権
の
花
が
育

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花

一
人
ひ
と
り
が
ち
が
う
種
を
持
つ

そ
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
だ
け
に

一
生
懸
命
に
な
れ
ば
い
い
」

今
年
は
『
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
10
年
』
の
最
終
年
で
あ
り
、

本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
・
同

和
問
題
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
な
人
権
感
覚
を
持
ち
、
笑
顔

や
思
い
や
り
の
花
が
咲
く
『
人
権

の
ま
ち
伊
万
里
市
』
の
実
現
へ

『
み
ん
な
の
力
で
』
努
力
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
て
、
さ
り
気
な
く
語
り
か

け
て
い
ま
す
。

比
べ
よ
う
の
な
い
『
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
』
の
花
、『
誰
が
一
番
だ
な

ん
て
争
う
こ
と
も
し
な
い
』
そ
れ

ぞ
れ
に
咲
い
た
花
は
、
色
や
形
の

ち
が
い
を
誇
ら
し
く
個
性
的
に
そ

の
美
し
さ
を
輝
か
せ
て
咲
い
て
い

ま
す
。

人
間
も
一
人
ひ
と
り
顔
か
た
ち

が
ち
が
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
や
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
特
徴
や
個
性
は
ち
が
い
が
あ
っ

て
あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の

ち
が
い
を
認
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
良
さ
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
人

権
尊
重
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
花
も
水
を
や
り
、

「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
ら
な
く
て

も
い
い

も
と
も
と
特
別
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

花
屋
の
店
先
に
な
ら
ん
だ

い
ろ
ん
な
花
を
み
て
い
た

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
好
み
は
あ
る
け
ど

ど
れ
も
み
ん
な
き
れ
い
だ
ね
」

こ
の
歌
は
、
ス
マ
ッ
プ
の
『
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
』
の
出
だ
し

の
部
分
で
す
が
、
ご
存
知
の
人
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
歌
詞
は
、
平
易
な
言
葉
の

中
に
人
権
や
人
の
あ
り
方
を
花
に

咲
か
そ
う
、

人
権
の
花

『
映
画
の
中
の
映
画
』
と
賞
讃
さ

れ
、
今
年
で
公
開
50
周
年
を
迎
え

る
『
七
人
の
侍
』。
今
回
は
そ
の

撮
影
風
景
の
写
真
や
パ
ネ
ル
、
台

本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
さ
ら
に

監
督
直
筆
の
創
作
ノ
ー
ト
を
実
際

に
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
も
で
き

る
『
触
れ
て
感
じ
る
展
示
』
も
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

11
月
21
日
（
日
）
ま
で

▼
問
合
先

黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
（
1
@2
９
６
３
０
）

黒
澤
明
記
念
館

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

公
開
50
周
年

映
画
『
七
人
の
侍
』

メ
ー
キ
ン
グ
展



交通安全マスコットで無事故を願う
市老人クラブ連合会から市へ、マスコット人形400個
の贈呈がありました。これは秋の交通安全県民運動に合
わせ、同クラブ会員が交通安全の願いを込めて作ったも
のです。市は、公用車への装着や交通安全講習会などを
通して市内事業所に配り、交通安全を呼びかけました。

創立130周年を迎えた牧島小学校に二宮金次郎像が
建立され、除幕式がありました。これは、平成10年に
壊れたままとなっていたものを、同小学校の記念事業
として育友会や住民などの寄付金で建立したものです。
この像は、ブロンズ製で高さ1.2メートルあり、台座
には金次郎の『積小為大』（小を積んで大となす）の教
えが刻まれています。この像には、地域ぐるみで金次
郎の勤勉さを見直したいとの願いが込められています。

ミニトンテントンを作ってみよう

どこに行くのかは船に聞いて！

地域と児童を見守る金次郎像建立

伊万里公民館で『子ども啓蒙舎塾』が開催され、ミ
ニトンテントンの模型作りに小学生30人と保護者が参
加しました。当日は実行委員でもある宮大工の古川一
彦さんが講師となり、本格的な模型づくりを指導。約
２時間でミニトンテントンが完成しました。

『波多津港みなとまつり』が波多津漁港であり、物
産店やバーべキューなど、多彩な催しにたくさんの人
が訪れました。恒例の『ろこぎレース大会』では、船
をまっすぐに進めるのが難しく、路頭に迷う船がでる
など会場は笑い声と声援が響きわたっていました。

９.17

９.18

９.19

９.19
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プロのオーケストラの生演奏を堪能

高齢者捜査官が交通事故現場を検証

初めての体験に子どもたちも大喜び

お年寄りたちが交通死亡事故の発生現場を検証する
『高齢者交通事故一日捜査官』がありました。当日は、
大川町老人クラブの高齢者交通安全指導員12人が参
加。事故原因を知ることで今後の事故防止につなげよ
うと、捜査官たちは現場の説明に聞き入っていました。

川内野コメＣＯＭＥ倶楽部主催による『農業体験スク
ール』が東山代町川内野でありました。この日はあいに
くの雨で、予定されていた黒米の稲刈りや大根掘りはで
きませんでしたが、牛に触ったり飼料をあげたりする牛
舎見学では、初めての体験に子どもたちは大喜びでした。

東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団が、文化
庁の『本物の舞台芸術体験事業』として山代中学校を
訪れ、迫力の演奏を披露しました。また当日は、女子
生徒25人とオーケストラとの共演や生演奏による校歌
斉唱など、同校生徒との交流会も行われました。

『器と食～陶磁器文化を生かしたまちづくり』をテ
ーマに『地域シンポジウムin伊万里』が市民会館であ
りました。浜美枝さんの基調講演やパネルディスカッ
ションなどが行われ、農業や窯業など業種を超えた地
域全体の連携の必要性などを提案しました。

器と食の魅力を生かしたまちづくり

９.30

９.30

10.３

９.18

地
域
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
『
環
境
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
が
ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
万
里
『
環
の
里
』

計
画
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
当

日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
伊
万
里
は
ち
が
め
プ
ラ

ン
』
に
よ
る
活
動
報
告
や
滋
賀
県
新
旭
町
の

海
東
英
和
町
長
か
ら
市
民
と
行
政
の
連
携
に

よ
る
資
源
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
教
授
や

小
学
校
教
諭
、
行
政
の
担
当
者
、
地
元
ス
ー

パ
ー
の
店
長
な
ど
６
人
が
参
加
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
公
設
民
営
に
よ

る
生
ご
み
た
い
肥
化
施
設
の
構
想
や
、
市
を

食
資
源
循
環
技
術
の
研
修
地
に
す
る
提
案
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

産
学
官
民
の
連
携
に
よ
る

地
域
資
源
循
環
を
論
議

10.３

女優・農政ジャーナリスト
浜美枝さん
基調講演『わたしの食卓』

新旭町の海東英和町長が
「ないものねだりよりある
もの探しを始め、地域の
中で価値観を持っことが
大切です」と語りました。

13 IMARI
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10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
伊
万
里
秋
祭
り

『
ト
ン
テ
ン
ト
ン
』
が
市
街
地
を
会
場
に
開
か

れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
こ
の
三
日
間
の
人
出
は
市

内
外
か
ら
約
15
万
人
。
ま
ち
は
澄
ん
だ
秋
空
に

こ
だ
ま
す
る
『
ト
ン

テ
ン

ト
ン
』
の
太
鼓
の

音
と
と
も
に
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

の秋まつりの秋まつり
川落し 桟敷席（市民センター） 巫女の舞
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これが伊万里これが伊万里
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森
　
幸
子

螻
蛄
鳴
く
や
母
懐
し
む
め
く
ら
縞

紅
葉
せ
る
青
螺
の
山
に
陶
を
焼
く
煙
流
る
る
藩
窯

の
里

松
島
町

岩
崎
　
エ
ミ

東
山
代
町
天
神

子
ど
も
た
ち
が
外
国
の

人
と
い
っ
し
ょ
に
料
理
や

遊
び
を
楽
し
む
『
国
際
交

流
広
場
』
が
９
月
25
日
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
化
や
生
活

習
慣
が
異
な
る
外
国
の
人

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
に
国
際
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市

国
際
交
流
協
会
が
開
い
た

も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
市
内
の
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
の
30
人
が
参
加
。
午
前

中
は
、
メ
キ
シ
コ
出
身
の
ハ
ビ
エ

ル
さ
ん
と
イ
タ
リ
ア
出
身
の
原
田

ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
指
導
の
も
と
『
タ

コ
ス
』
と
『
き
の
こ
の
リ
ゾ
ッ
ト
』

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
し
て

午
後
か
ら
は
、
出
来
上
が
っ
た
料

理
を
囲
ん
で
の
昼
食
会
な
ど
を
開

催
。
最
初
は
緊
張
ぎ
み
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
す
っ
か
り
打
ち
解
け

て
、
外
国
人
講
師
の
皆
さ
ん
と
の

会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
広
場
〜
い
っ
し
ょ
に
作
ろ
う
！
世
界
の
料
理
〜

み
ん
な
で
作
っ
た
料
理

と
っ
て
も
お
い
し
い
ね

冨永竜太くん
（大坪小４年）

「
タ
コ
ス
も
リ
ゾ
ッ
ト
も
作
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
る
の
も
初
め

て
だ
っ
た
。
二
人
の
先
生
が
や
さ

し
く
教
え
て
く
れ
た
の
で
意
外
と

簡
単
に
出
来
た
し
、
ど
の
料
理
も

と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」

第
14
回
シ
ル
バ
ー
体
育
祭

第
14
回
シ
ル
バ
ー
体
育
祭
が
10

月
６
日
、
国
見
台
陸
上
競
技
場
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
市
内
13
町
の
老
人
会
か
ら

約
２
０
０
０
人
が
参
加
。
球
運
び

競
争
や
び
ん
倒
し
競
争
、
マ
ス
ゲ

ー
ム
な
ど
10
種
目
の
競
技
を
行

い
、
会
場
に
は
参
加
者
た
ち
の
元

気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
声
や
笑
い
声

が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優

勝

大
川
内

▼
準
優
勝

波
多
津

▼
３

位

山

代

『
明
る
く
元
気
に
大
い
に

楽
し
む
』
が
合
言
葉
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わ
た
し
は
名
前
の
と
お
り
秋
に

生
ま
れ
た
の
。
お
母
さ
ん
に
聞
い

た
ん
だ
け
ど
、
わ
た
し
の
名
前
は

実
は
お
兄
ち
ゃ
ん
が
決
め
て
く
れ

た
ん
だ
っ
て
。
す
て
き
な
名
前
で

し
ょ
。
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ

は
よ
く
男
の
子
に
間
違
わ
れ
て
た

ら
し
い
の
。
き
っ
と
、
今
と
違
っ

て
髪
が
短
か
っ
た
か
ら
か
な
あ
。

丸
まる

尾
お

智
ち

加
か

子
こ

さん(20歳) 松
まつ

尾
お

秋
あき

穂
ほ

ちゃん

元
気
で
明
る
く
、
自
分
の
考
え

を
は
っ
き
り
言
え
る
子
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
哲
お
兄
ち
ゃ
ん
と
い

つ
ま
で
も
仲
良
く
し
て
ね
。

★
お
仕
事
は

大
川
内
保
育
園
で
給
食
を
作
っ

て
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん

で
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ

り
う
れ
し
い
で
す
。

★
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は

高
校
ま
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
以

来
運
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
６
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

に
通
っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
身
体
を
動
か
す

の
は
気
持
ち
い
い
で
す
ね
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

お
金
を
貯
め
て
旅
行
に
行
き
た

い
で
す
ね
。
海
外
も
行
っ
て
み

た
い
で
す
が
、
車
で
温
泉
め
ぐ

り
な
ん
か
も
最
高
で
す
ね
。

★将一・悦子さんの長女

★大坪町栄町

★大川町立川

★さそり座・ＡＢ型

( )１歳
11か月

９
月
25
日
、『
黒
米
』
を
テ
ー

マ
に
第
７
回
畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
39

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
訪
れ
た
東
山
代
町
川
内
野

地
区
で
は
、
青
年
部
を
中
心
と
し

た
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
『
川
内
野

コ
メ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
倶
楽
部
』
が
、
平

成
６
年
か
ら
減
農
薬
で
の
米
栽
培

や
古
代
米
の
『
黒
米
』
栽
培
に
取

り
組
み
、
農
業
体
験
ス
ク
ー
ル
や

収
穫
祭
な
ど
消
費
者
と
の
交
流
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
は
伊
万
里
農

林
高
校
の
生
徒
と
『
夢
コ
メ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
塾
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
農

家
の
知
恵
と
技
、
高
校
生
の
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
黒
米
を

使
っ
た
新
し
い
料
理
や
加
工
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
は
ま
ず
、
最
初
の
会
場

畑の中のレストラン

見て！食べて！体験して！
もっと伊万里の『農』と『食』を知ろう

『
黒
米
料
理
』
を
味
わ
お
う
！

第７回

『
夢
耕
房
た
き
の
』
に
向
か
う
バ
ス

の
車
窓
か
ら
見
え
る
伊
万
里
湾
や

伊
万
里
湾
大
橋
な
ど
眼
下
に
広
が

る
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
夢
耕
房
た
き
の
で
は
、

農
林
高
校
生
の
黒
米
栽
培
や
加
工

品
開
発
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
が
あ
り
、
参
加
者
は
高
校

生
の
研
究
に
関
心
し
き
り
で
し
た
。

昼
食
は
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に

準
備
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
地

元
農
家
女
性
『
夢
耕
房
農
産
加
工

グ
ル
ー
プ
』
手
作
り
の
黒
米
い
な

り
寿
司
や
黒
米
味
噌
田
楽
な
ど
、

黒
米
づ
く
し
の
弁
当
を
味
わ
い
、

ふ
る
ま
わ
れ
た
料
理
や
お
菓
子
な

ど
の
作
り
方
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
が
開
発

し
た
黒
米
パ
ン
や
黒
米
ゴ
マ
ク
ッ

キ
ー
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
こ
ち

ら
も
大
人
気
。
あ
っ
と
い
う
ま
に

売
り
切
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
生
産
者
と
高
校
生

と
の
交
流
活
動
に
感
動
し
た
」

「
は
じ
め
て
黒
米
の
田
ん
ぼ
を
み

た
。
お
い
し
く
て
健
康
に
も
い
い

の
で
、
ぜ
ひ
食
べ
た
い
」「
大
自

然
の
中
で
食
べ
る
お
弁
当
は
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

『
黒
米
』
で
村
お
こ
し

大
自
然
の
中
の

黒
米
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

2
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

全
日
本
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
の

神
崎
監
督
が
熱
血
指
導

全
日
本
男
子
ジ

ュ
ニ
ア
監
督
の
神

崎
公
宏
さ
ん
を
迎

え
て
の
『
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室
』
が

９
月
23
日
、
国
見

台
庭
球
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
制

50
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
が
企
画
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
指
導
を
行
っ
た
神
崎
さ

ん
は
、
現
役
時
代
に
は
全
日
本
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
な
ど
、
日
本

の
ト
ッ
プ
選
手
と
し
て
活
躍
。
引

退
後
は
指
導
者
に
転
身
し
、
現
在

監
督
を
務
め
て
い
る
三
重
高
校
を

３
度
の
高
校
総
体
優
勝
に
導
き
ま

し
た
。
ま
た
、
全
日
本
男
子
監
督

を
５
年
間
務
め
、
今
年
か
ら
は
全

日
本
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
監
督
に
就
任

し
て
い
る
、
ま
さ
に
日
本
一
の
指

導
者
で
す
。

当
日
は
、
県
内
の
中
・
高
校
生

の
有
力
選
手
約
50
人
が
参
加
。
ま

た
、
一
流
の
技
術
と
理
論
を
学
ぼ

う
と
た
く
さ
ん
の
指
導
者
も
詰
め

か
け
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
ラ
ケ

ッ
ト
の
握
り
方
や
打
ち
方
、
足
の

運
び
方
や
試
合
で
の
心
構
え
な
ど

を
神
崎
さ
ん
が
実
演
し
な
が
ら
指

導
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

第
17
回
市
長
杯
争
奪
伊
万

里
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
９
月
25
日
と
26
日
の
２

日
間
、
国
見
台
陸
上
競
技
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
市
内
か
ら

63
チ
ー
ム
、
総
勢
４
３
１
人

が
参
加
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
も
と
、
各
コ
ー
ト
で
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
各
パ
ー
ト
を
勝

ち
抜
い
た
４
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
津
主
チ
ー
ム
が
う
れ
し
い
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
優

勝

津

主

▼
２

位

黒
川
中
部

▼
３

位

井
手
野
Ａ

南
ケ
丘
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敬

消防署

1

1

学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
軟

式
野
球
大
会
伊
万
里
市
予

選
が
、
９
月
18
日
か
ら
10

月
２
日
に
か
け
て
国
見
台

野
球
場
な
ど
で
行
わ
れ
、

山
代
西
球
友
会
が
み
ご
と

優
勝
。
県
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

第
26
回
国
見
台
陸
上
競
技
カ
ー
ニ
バ
ル

記
録
へ
の

挑
戦
！
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第47回
青少年柔剣道大会

伊
万
里
市
・
西
松
浦
地
区
中
学

校
駅
伝
競
走
大
会
が
、
10
月
４
日
、

国
見
台
陸
上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
伊
万
里
・
西
松
浦
地
区

10
中
学
校
か
ら
、
男
子
の
部
に
14

チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
13
チ
ー
ム

が
参
加
。
コ
ー
ス
は
男
子
は
６
区

間
20
㌔
、
女
子
は
５
区
間
12
㌔
で

健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
男
子
で
は
伊
万
里

中
Ａ
が
、
女
子
で
は
国
見
中
が
１

区
か
ら
独
走
。
最
後
ま
で
ト
ッ
プ

を
譲
る
こ
と
な
く
優
勝
を
か
ざ

り
、
と
も
に
２
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。

中尾真太郎

▼
期

日

９
月
26
日
（
日
）

▼
会

場

国
見
台
体
育
館
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伊万里夕やけマラソン２００４

『
伊
万
里
夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン
２

０
０
４
』
が
10
月
10
日
、
イ
マ
リ

ン
ビ
ー
チ
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
伊
万

里
湾
岸
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
日
は
、
３
種
目
12
部
門
の
レ

ー
ス
が
行
わ
れ
、
約
３
７
０
人
が

出
場
。
潮
の
香
り
や
豊
か
な
自
然

を
満
喫
し
な
が
ら
走
る
絶
景
の
コ

ー
ス
に
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
市
民
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
午
後
３
時
半

に
女
子
３
㌔
と
５
㌔
が
イ
マ

リ
ン
ビ
ー
チ
を
ス
タ
ー
ト
。

続
い
て
男
子
５
㌔
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大
会

最
長
と
な
る
男
女
10
㌔
は
、

午
後
４
時
半
に
対
岸
と
な
る

山
代
町
久
原
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
伊
万
里
湾
大
橋
を
通
り
、

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
に
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
陸
上
女

子
３
０
０
０
㍍
、
５
０
０
０

㍍
の
日
本
記
録
保
持
者
で
２

０
０
４
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
福
士
加
代
子
さ
ん
（
1

ワ
コ
ー
ル
所
属
）
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
３
㌔
と
10
㌔
の
レ
ー

ス
に
出
場
。
持
ち
前
の
明
る
さ
と

軽
快
な
走
り
を
披
露
し
、
大
会
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
時
折
雨
の
降
る
悪

条
件
な
が
ら
、
ど
の
部
門
も
白
熱

し
た
勝
負
を
展
開
。
沿
道
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
観
客
が
力
走
す
る
選

手
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

10
㌔
男
子
40
歳
以
上
で
２
連
覇
を

果
た
し
た
佐
々
木
隆
司
選
手

楽しく！
白熱した

伊万里湾岸レース
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（
1
０
９
５
２
@6
１
２
１
２
）

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

県
健
康
増
進
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
０
７
５
）

●

日

時

11
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

正
午
〜

●

会

場

伊
萬
里
神
社
境
内
、
参
道

●

内

容

お
菓
子
結
婚
式
、
銘

菓
販
売
、
お
茶
席
（
野
点
）
、

ゲ
ー
ム
、
紙
芝
居
な
ど

●

主

催

伊
万
里
お
菓
子
ま
つ

り
実
行
委
員
会

●

問
合
先

商
工
観
光
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
５
２
）

【
新
手
帳
へ
の
切
り
替
え
】

●

身
体
障
害
者
手
帳→

新
規
、
等

級
変
更
、
再
交
付
時

●

療
育
手
帳→

新
規
、
再
判
定
、

再
交
付
時

●

障
害
者
（
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
）
手
帳→

新
規
、
更
新
、
等

級
変
更
、
再
交
付
時

▽
右
記
以
外
の
時
期
で
あ
っ
て

も
、
希
望
さ
れ
る
人
に
は
新
し

い
手
帳
を
交
付
し
ま
す

▽
各
手
帳
の
申
請
は
、
福
祉
課
社

会
福
祉
係
で
受
け
付
け
ま
す

▽
10
月
以
降
で
あ
っ
て
も
新
し
い

手
帳
に
切
り
替
え
る
ま
で
の
間

は
、
現
在
お
持
ち
の
手
帳
は
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

●

問
合
先

▽
身
体
障
害
者
手
帳

県
障
害
福
祉
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
０
６
４
）

▽
療
育
手
帳

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

相
談
内
容

人
権
問
題
、
相
続
、

不
動
産
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸

借
、
家
庭
の
問
題
な
ど

●

日

時

11
月
16
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会

場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
手
帳
は
、

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精

神
障
害
者
ご
と
に
サ
イ
ズ
や
形

式
、
色
な
ど
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
の
10
月
か
ら
３
種
類

の
手
帳
の
デ
ザ
イ
ン
が
統
一
さ
れ

ま
し
た
。

【
統
一
の
内
容
】

●

サ
イ
ズ

こ
れ
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
と
同
じ
大
き
さ

●

色

グ
リ
ー
ン
（
佐
賀
県
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
）

●

表

記

手
帳
カ
バ
ー
に
は

『
佐
賀
県
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
佐
賀
県
の
文
字
』
だ
け
が
表

記
さ
れ
ま
す

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

無
料
特
設
人
権
相
談

くらしのお
知
ら
せ

●

日

時

11
月
14
日
（
日
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

●

会

場

ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

（
小
城
郡
三
日
月
町
）

●

内

容

▽
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
（
手
づ
く

り
工
作
、
伝
承
あ
そ
び
、
悩
み

ご
と
相
談
な
ど
）

▽
講
演
会
『
心
身
と
も
に
健
や
か

な
子
ど
も
に
』

▽
音
楽
劇
『
イ
ソ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の

動
物
た
ち
』

・
入
場
料

１
人
５
０
０
円

※
ひ
と
り
親
家
庭
は
無
料

●

参
加
申
込
・
問
合
先

佐
賀
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@4
０
０
６
４
）

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

伊
万
里
お
菓
子
ま
つ
り

親

と

子

の

ふ
れ
あ
い
研
修
会

障
害
者
手
帳
の
デ
ザ
イ
ン

が
統
一
さ
れ
ま
し
た
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●

日

時

11
月
23
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

●

会

場

青
嶺
中
学
校
体
育
館

●

講

師

金
村
義
明
氏
（
元
プ

ロ
野
球
選
手
）

●

演

題

『
在
日
魂
』

●

入
場
料

無

料

●

問
合
先

青
嶺
中
学
校

（
1
@7
０
０
５
３
）

●

期

間

11
月
７
日
（
日
）
〜

11
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
期
間
中
無
休
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で

くらしの

●

会

場

歴
史
民
俗
資
料
館

●

入
場
料

無

料

●

内

容

シ
ャ
ガ
ー
ル
、
織
田

広
喜
を
は
じ
め
、
市
民
所
蔵
の

名
画
の
数
々
を
展
示
し
ま
す

●

主

催

歴
史
民
俗
資
料
館
、

伊
万
里
市
博
物
館
・
美
術
館
づ

く
り
を
す
す
め
る
会

●

問
合
先

歴
史
民
俗
資
料
館

（
1
@2
７
１
０
７
）

●

日

時

11
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

●

会

場

市
民
図
書
館

●

参
加
費

無

料
（
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
）

●

内

容

博
物
館
・
美
術
館
は

街
を
元
気
に
す
る
『
し
か
け
』

で
す
。
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
で

博
物
館
・
美
術
館
を
自
由
に
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

富
吉
賢
太
郎
氏
（
佐
賀
新
聞
社

論
説
委
員
長
）

▽
パ
ネ
ラ
ー

森

醇
一
朗
氏
、

山
元
章
生
氏
、
一
ノ
瀬
芳
信
氏
、

藤

泰
治
氏
、
宮
原
見
富
士
氏

●

主

催

教
育
委
員
会
、
伊
万

里
市
博
物
館
・
美
術
館
づ
く
り

を
す
す
め
る
会

【
同
時
開
催
】

伊
万
里
市
博
物

館
・
美
術
館
づ
く
り
を
す
す
め

る
会
10
年
の
歩
み
パ
ネ
ル
展

●

期

間

11
月
18
日
（
木
）
〜
21
日
（
日
）

●

会

場

市
民
図
書
館

●

問
合
先

生
涯
学
習
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
３
）

●

貸
与
対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
県
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
満
18
歳
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
１

級
の
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
人

③
盲
導
犬
を
適
切
に
管
理
、
飼
育

で
き
る
人

④
借
家
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は

貸
し
主
の
了
解
が
得
ら
れ
る
人

⑤
就
労
な
ど
社
会
参
加
活
動
に
効

果
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
人

●

募
集
期
限

平
成
17
年
１
月
末
日

●

申
込
方
法

市
福
祉
課
に
あ
る

『
貸
与
推
薦
願
』
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

県
障
害
福
祉
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
０
６
４
）

●

対

象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
、
推
薦
を

受
け
た
身
体
障
害
者
の
人

※
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
配
布

●

受
講
期
間
（
予
定
）

平
成
17
年
１
月
５
日
〜
３
月
31
日

●

訓
練
内
容

文
書
作
成
、
表
作

成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど

●

会

場

唐
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

●

募
集
期
限

11
月
26
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

県
労
働
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
１
０
１
）

盲

導

犬

借

受

希

望

者

募

集

第
５
回
市
民
所
蔵
品
展

〜
お
宝
展

油
絵
〜

身
体
障
害
者
向
け
Ｉ
Ｔ

訓
練
（
応
用
コ
ー
ス
）

人
権
教
育
総
合
推
進

地
域
事
業
講
演
会

ぼ
し
ゅ
う

市
民
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
博

物
館
・
美
術
館
を
考
え
る
』
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実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
。
秋
と
い
う
季
節
を
表
現
す
る
言
葉

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
今
月
は
そ
う
し
た

言
葉
に
ぴ
っ
た
り
の
話
題
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
秋
と
言
え
ば
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
が
『
秋
祭
り
』。
残
念
な
が
ら
雨
に
見
舞
わ

れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

今
年
も
各
地
区
で
伝
統
の
秋
祭
り
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
特
に
ト
ン
テ
ン
ト
ン
は
、
今
年

は
週
末
に
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
例
年
以
上
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
帰
っ
て
来

て
、
久
し
ぶ
り
に
合
戦
を
観
た
と
い
う
人
た
ち

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
に

は
思
わ
ず
合
戦
に
参
加
し
た
人
も
、
き
っ
と
一

人
や
二
人
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
…
。（
Ｈ
）

人のうごき
平成16年10月１日現在
●人口 59,469人 （＋ 45）

男 28,383人 （＋ 25）
女 31,086人 （＋ 20）

●世帯 20,737世帯（＋ 12）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら
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■発行日／平成16年11月１日
■発行編集／伊万里市秘書課広報係
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朝
晩
の
冷
え
込
み
を
肌
で
感

じ
る
季
節
、
す
っ
か
り
秋
め
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
大

川
内
山
で
は
、
恒
例
の
『
鍋
島

藩
窯
秋
ま
つ
り
』
が
今
月
の
５

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
た

く
さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
う
光
景

も
ま
た
、
秋
の
到
来
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

伊
万
里
市
は
今
年
で
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

昭
和
29
年
ご
ろ
と
い
え
ば
、
市

内
に
は
ま
だ
15
軒
ほ
ど
の
窯
元

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
経

済
的
に
も
厳
し
い
時
代
で
し
た

が
、
昭
和
30
年
代
に
入
る
と
状

況
は
一
変
。
高
度
経
済
成
長
の

波
に
乗
り
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
業

界
か
ら
は
大
量
注
文
が
入
る
な

ど
、
ま
さ
に
『
作
れ
ば
売
れ
る
』

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
わ
た

し
が
窯
業
の
世
界
に
入
っ
た
の

も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
窯
業
界
全

盛
期
の
時
代
で
し
た
。

大川内町 徳
と く

永
な が

直
な お

也
や

さん

伊万里市は今年４月、市制施行50周年を迎えました。皆さんとともに歩んだ半世紀に
はそれぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かって歩んでいきます。
このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『伊万里焼今昔』

世
間
で
は
昔
か
ら
『
焼
き
物

と
い
え
ば
伊
万
里
』
と
は
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま

だ
観
光
産
業
と
い
う
意
識
は
な

く
、
伊
万
里
も
『
焼
き
物
を
つ

く
る
と
こ
ろ
』
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
昭
和

40
年
代
に
入
り
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
観
光
客
が
一
気
に
急
増
。

『
秘
窯
の
里
』
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
も
こ
の

こ
ろ
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
55
年
に
は
伊
万
里
・
有
田

焼
伝
統
産
業
会
館
が
、
昭
和
59

年
に
は
鍋
島
藩
窯
公
園
が
完
成

し
、
各
窯
元
に
も
そ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
体
験
工
房
や
展
示
室

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
観
光
面
の

充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
各
窯
元
も
『
た
だ

作
っ
て
売
る
だ
け
』
で
は
な
く

『
い
か
に
い
い
も
の
を
提
供
で

き
る
か
』
を
重
視
し
、
独
自
の

商
品
開
発
の
努
力
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た

現
在
の
厳
し
い
状
況
で
も
生
き

残
っ
て
い
け
る
力
に
な
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
伊
万
里
の
窯
業
界
も
世

代
交
代
が
進
み
、
若
者
た
ち
の

代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
彼
ら
は
お
互
い
切
磋
琢
磨

し
、
伝
統
技
術
を
守
り
な
が
ら

も
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
業
界
・
地

域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
け
ば
、
明
日
へ
の
展
望
が
開

け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

市制50周年記念事業ロゴマ－ク

鍋島藩窯公園が完成した昭和59年当時
の大川内山窯元市のようす


